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１．業務概要

問題・課題

基本的な考え方

① 交付担当職員が交付窓口において、対面にて手渡ししており、
新型コロナ感染症等のリスクが高まる。

② 書類交付時に申請者が不在の場合、交付保留となり、交付
完了までの管理が必要となっている。

③ 保留書類の増加による誤交付防止対策の実施、通常の交付
と保留書類の交付タイミング誤認による苦情が増加している。

多様な関係者との手続きを通して行う自動車保有関係手続きを一括申請できる「自動車保有関係手続きのワンストップサービス（OSS）」の
更なるサービス向上に向けて、交付窓口のデジタル化を活用した車検証等の受取りを可能とする実証実験を通して、新型コロナウィルス感染対
策、交付窓口職員の業務効率化、誤交付防止対策等の交付業務改善を検証し、次年度以降の展開を検討する。

（１）本業務の目的

左記の課題を解決するため、

交付担当職員が不在の場合においても、申請者が
任意のタイミングで車検証等を受け取ることが可能と
なるように交付業務の自動化を実施、検証することを
目的とする。

（２）業務実施方針
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効果的な交付システムにて実
証を行うため、車検証等の交
付窓口における実態及び期待
する改善内容等を把握するた
めの運輸支局ヒアリングを行
う。

実施方針①
主な実証実験のターゲットは
自動車整備工場関係者と一般
住民の申請者とする。

実施方針③
時間短縮による定量的効果
（アウトプット）と、交付担
当職員や申請者への意向調査
による定性的効果（アウトカ
ム）の２面からとりまとめる。

実施方針⑤
ICカードで扉を開錠するス
マートロッカーを活用し、交
付時の申請者への案内は、電
子掲示板・音声案内に加え、
メール通知により申請者不在
時の案内も可能にする。

実施方針④
システム障害、申請者の窓口
混雑等のトラブル回避のため、
自動化システムと通常の交付
手続きによる受付を並行して
サービスする。

実施方針②



１．業務概要
発注者との事業の目的及びスケジュールに関する確認（３）業務フロー

申請者への車検証等交付業務の自動化 効果検証及び次年度以降の取組の検討

成果品のとりまとめ

交付業務の自動化 効果検証・結果報告
運輸支局へのヒアリング（交付業務の実態の確認、効果検証項目の確認等）

交付業務の自動化計画の作成
（効率化システムの概要）

交付業務の定量的実態の事前計測
（交付に要する時間計測を想定）

実証モデルの製作
（機材、システム、マニュアルの準備）

実証実験の実施
実証実験の準備

（実証期間の決定、事前周知、
システムの設置、実証中の対応等）

実証実験
（実証体制びよるフォロー）

残存物件に関する委託者との協議・対応

交付業務の定量的効果の計測
（システムから交付に要する時間計測）

交付業務の定性的効果の把握
■交付担当職員へのヒアリング調査
■申請者へのアンケート調査

中間報告会

次年度以降の取組の検討

次年度以降実施に向けた改善点の抽出
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２．交付業務の自動化
（１）交付業務の自動化システムのイメージ

受付時にICカード、呼
び出し、メール等の手
続きについても実施

交付書類ができたら申
請者の呼び出しとメー
ルの配信を行う

申請者対象のロッカー
に書類を入れる

申請に合わせてICカードを受
取り、併せてQRコードから
メール・LINEの登録等を行う

交付までの時間を待つ。
交付可能となったら窓口不在
でもメール・LINEで確認可能

対象のロッカーをICカードで
扉を開錠し、車検証等を取り
出して内容を確認して受取る
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２．交付業務の自動化
（２）実証モデルの製作

使用機材 交付受付システム

スマートロッカー 受付・順番待ち管理システム

株式会社仁張工作所のロッカーを使用

前面

背面

EPARK（株式会社EPARKグルメ）のシステムを使用
→呼出はモニター表示・音声案内により行い、メール等による通知も可能
→受付・呼出ログをデータとして記録でき、効果検証に活用可能

大きさ:幅135cm×高53cm×奥行35cm
窓口数:11個
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３．実証実験の実施

申請状況（交付申請件数の推移）
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・実証実験の実施期間は下記の通りである。
実証期間:令和４年10月25日(火）～令和4年12月26日（月）

・申請データは162件取得でき、各日の推移は下図の通りである。

◀
実
証
実
験
の
様
子



４．効果検証
（１）検証内容・方法

定量的な業務フローの改善効果

交付担当職員・申請者が感じた改善効果及び要望

ステップ１
実証前における申請から交付

までの時間の計測

ステップ２
実証中における申請から
交付までの時間の計測

ステップ３
定量的な改善効果の算定

交付担当職員が感じた
改善効果及び要望

事業者
アンケート調査

申請者が感じた
改善効果及び要望

交付担当職員
ヒアリング調査
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ステップ1、2において実証前、実証中の所要時間を計測し、ステップ3において各所要時間を比
較した上で改善効果の検証を行った。

１

２



４．効果検証
（２）申請から交付までの時間計測
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ステップ１:実証前の時間の計測調査
大分運輸支局場 所
令和４年10月20日（木）21日（金）調査日
17社参加事業者数

ステップ２:実証中の時間の計測
実証期間:令和４年10月25日(火）～令和4年12月26日（月）

図 呼出～受取時間（t2）の割合

n=162

37平均値

0最小値

317最大値

０最頻値

単位:分
[0分]

47

29%

[1分]

26

16%

[2～5分]

12

7%

[6～15分]

11

7%

[16～30分]

9

6%

[31分～1時

間]

17

10%

[1時間～2時

間]

26

16%

[2時間超え]

14

9%

写真 実証前の時間計測調査

周知ポスター（実証実験中）

［1時間～2時間]
26
16%

［2時間超え］
14
9%



（３）定量的な業務フローの改善効果（ステップ３）

４．効果検証

合計時間（t1＋t2）呼出～受取時間（t2）受付～呼出時間（t1）

平均値平均値平均値 最大値最小値最大値最小値最大値最小値
72319660131536実証前
41911583170373760122実証中
＋347－2＋139＋251±0＋24＋361－3＋116差

実証前と実証中の各時間の比較

申請書
の受付

車検証等の
交付手続き事務

交付の
呼び出し

交付までに
要した時間【手続き】

【実証前】 計測による１件当たりの所要時間＝①

受付から呼び出しまでの所
要時間

呼出しから受
取までの所要

時間

【実証中】 実証時のデータによる１件当たりの所要
時間＝②

【指標】 ①－②＝１件当たりの短縮時間（分/件）

問
題
な
く
受
付

け
た
時
刻

呼
び
出
し
た

時
刻

交
付
書
類
を

渡
し
た
時
刻

受
付
ボ
タ
ン
を

押
し
た
時
刻

呼
出
し
ボ
タ
ン

を
押
し
た
時
刻

ロ
ッ
カ
ー
の
鍵

を
開
け
た
時
刻

実証前・実証中における
受付・呼出・受取時刻

受付～呼出時間（t1） 呼出～受取時間（t2）

実態としては、受付～呼出時間（t1）にお
ける実証前と実証中の差はほとんどなかっ
たものと考えられる

交付担当職員への聞き取りで
は、実証前と実証中で、当該
業務に対応する時間の差はほ
とんどなかったと感じている

実証前 実証中平均値:116分増大
最大値:361分増大

事務処理上、番号券を事前発券した中で、
実受付時刻の未記録が多かったため、実態
より時間が積み上がっていると想定される

書類受付から受取まで待ち合わせ場所で待
つ必要がなく、その間の時間を有効活用で
きる点で評価できると考える

実証前 実証中平均値: 24分増大
最大値:251分増大

アンケート結果より「通知がLINE等で届
くため、別の場所で仕事をしていても後で
確実に書類が受け取れる」との回答が多
かった（全体の約7割）

書類受付後に待ち合わせ場所から離れて、
他の仕事等に時間を回していたことが想定
される

受
付
時
刻

呼
出
時
刻

受
取
時
刻

t1 t2
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４．効果検証

申請者への
アンケート

交付担当職員
へのヒアリング

■システムを簡略化し、タブレットの操作量を減らしてほしい。
■車検証受取と同時にモニター案内表示が消えるように、モニターとスマート
ロッカーを連動してほしい。

■ICカードの紛失防止や受渡省力化のため、申請者側が持っている物（事
前登録したスマホ）もしくは番号札やQRコード等使い捨ての物が使用でき
ると良い。

■ロッカーへの車検証誤投入防止のため、投入側（交付者側）、受取側
（申請者側）双方で確認できるバーコードのようなものがあると良い。

■ロッカー寸法について、A4用紙への対応や支局規模に応じた対応を図って
ほしい。

■同一申請者による追加申請（複数申請）がある場合や申請書類に不備
がある場合の対応が難しいので、運用方法の検討が必要である。

■書類不備時にも通知機能がほしい。
■メール、LINE登録について、二度目以降は簡略化してほしい。
■専用アプリを作成してほしい。
■ICカードの紛失が心配である。
■ICカードでのロッカーの開錠が面倒である。

要望改善効果

■書類の受取がモニターで確認できる
ようになり、複数回の呼出の必要が
なくなった。

■非対面で車検証を渡せる。
■間違いなく受け渡しができるので精
神的に楽になった。

■書類の受取がモニターやメール、
LINEで確認できるようになり、効率
化・時間の有効活用化が図れた。

■書類の受取が非対面となり、新型コ
ロナ感染症等の感染リスクが減った。

（４）交付担当職員・申請者が感じた改善効果及び要望
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システムの評価

４．効果検証

受付

①交付者の呼び出し業務
の減少

■書類の受取が非対面となり、コロナ等の感染リスクが減った。
■呼出番号のモニター表示により待ち時間が分かり、次の予定が立
てやすい。

■書類受取可能の通知がLINE等で届くため、別の場所で仕事をし
ていてもあとで確実に書類が受け取れる。

呼出

交付

④感染リスクの低減③申請者の交付待ち時間
の有効活用

②交付者の精神的負担の
軽減

t1

t2
実証中実証前

37分13分平均時間

317分66分最大時間

+24分

+251分

t2は増大

t1はシステムによる時間の効果は無し

交付者
■実証前と実証中で、当該業務に対応する時間の差はほとんどな
いと感じていた。

■書類の受取がモニターで確認できるようになり、複数回の呼出の
必要がなくなった。

■非対面で車検証を渡せる。
■間違いなく受け渡しができるので精神的に楽になった。

申請者

システムによる定量効果 アンケート・ヒアリング結果

スマートロッカーメール モニター

（５）システムの評価
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従業員の生活面・意識面の効果測定５．次年度以降の取組に向けた改善点

短期 中⾧期

１.受付の効率化
■タブレット操作の省力化

受付時の番号発券や案内・呼出時におけるタブレットのパネル操作を見直し、操
作数の省略化を行う。

■メール、LINE再登録時の簡略化
現状のメール、LINEの呼出登録は、QRコード読込んだ後に、登録画面のボタン
をタップする操作を毎回行う必要がある。この一連の操作を初回のみの登録で済
むように簡略化する改修を行う。

２.交付時のスマート化
■ロッカーへの車検証誤投入防止に資する申請側、交付側双方の確認
機能強化
現システムでは交付側のロッカーへの誤投入は完全には防げないため、交付側と
申請側の双方の書類にバーコード等を印字し、互いに対応している書類かどうかを
確認できるよう機能強化を図る。

■書類不備時の通知機能強化
現状は車検証等が完成した場合のみ、申請者へメール・LINEでの呼出を行って
いるが、申請書類に不備があった場合でもメール・LINEでの呼び出しを行えるよう
に更新する。

■専用アプリの開発
待ち時間の表示や呼出機能などを備えた専用アプリを開発する。

３.全体的なシステムの構築
■同一申請者の追加申請に対応する運用

同一申請書者による追加申請（複数申請）があった場合、
複数の番号券とICカードを渡すことになる。申請書類と交付す
る車検証の不一致を避けるため、常に番号券とICカード番号と
ロッカー番号を一致させ、誤交付を防ぐ運用を行う。

■モニターとスマートロッカーの連動
スマートロッカーから書類を取り出すと同時にモニター案内表示
が消えるなど、スマートロッカーと交付受付システムを連動させる
システムを開発する。
これにより交付担当職員のタブレット操作を減らすことが可能と
なる。

■QRコード対応のスマートロッカーの開発
QRコードに対応したスマートロッカーの開発を行う。現状のIC
カード対応のスマートロッカーでは、受付時のICカードを配付す
る手間やICカード紛失の心配などがあり、QRコードはICカード
に比べてがセキュリティは劣るが、交付書類にそれほどのセキュリ
ティを求めないなど安全上の問題が無ければ使い捨てのQRコー
ド対応ロッカーの方が利便性は高い。
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